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要旨 
携帯型マルチメディアプレーヤ iPod touchを利用して、表示文字の最適サイズの評
価実験を行った。画像文字を使って英数字・日本語のそれぞれをポジティブ・ネガテ

ィブ表示した４通りについて、マルチタッチディスプレイを使って最適な文字サイズ

に調節してもらい、文字サイズと視距離を測定した。３０人の被験者実験により、ポ

ジティブ表示の優位性が示され、文字種類ごとの最適文字サイズの定量化ができた。 
 

 

１．はじめに 
ディスプレイ上の表示文字サイズについて、

パソコンなどの平面ディスプレイについては

CRT（Cathode Ray Tube）や LCD（Liquid 
Crystal Display）に表示される文字の大きさ
に関して、VDT（Visual Display Terminal）
作業の観点から多くの研究がなされ、推奨さ

れる文字の大きさや表示コントラストなどが

規格化されている１，２）のに対し、ケータイな

どのモバイル端末に関しては規格や指針が定

められておらず、端末メーカー各社・製品ご

とに画面上の文字表示が様々である。 
ケータイや携帯型 AV プレーヤなどのモバ
イル端末の液晶画面は、パソコンなどと比べ

てはるかにサイズが小さく、屋内外を問わず

に手で持って利用するなど大きな違いがある。

ユビキタス社会においてモバイル端末が安

全・安心かつ使用性の高い情報ツールとなる

ためには、その液晶画面上の文字の視認性に

関しての十分な研究３‐１４）と、その結果を踏

まえた設計指針の作成が望まれる３，４）。 
また、近年、Apple 社の iPhone や iPod 

touch に代表されるマルチタッチディスプレ
イによるモバイル端末のユーザーインタフェ

ースが登場して、モバイル端末のユーザビリ

ティも多様化している。 
今回、携帯型 AVプレーヤ iPod touchのマ
ルチタッチディスプレイによる GUI を利用
して、表示文字の最適サイズの評価実験５）を

行った。 
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（ａ）文字サイズの調節       （ｂ）視距離の測定 

図１ 実験の様子 

（ｃ）日本語文（ポジ）        （ｄ）日本語文（ネガ） 

図２ 実験に用いた４通りの画像文字 

（ａ）英数字無意味文（ポジ）     （ｂ）英数字無意味文（ネガ） 
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２．調査方法 
モバイル端末のディスプレイ表示文字の最

適サイズを評価するために、被験者に自由な

姿勢で椅子にすわって、i-Pod touchのマルチ
タッチディスプレイ上に画像データで表示さ

れた文字を２本の指で拡大・縮小し、見やす

いサイズに調節してもらった（図１）。 
被験者は、19 から 23 歳（平均 21.2±1.0
歳）の正視の男女 30人である。 
文字は、図２のような PNG フォーマット
でサイズ 240×320pixelの画像文字でディス
プレイに表示した。JIS規格 （Z 8513）３，４）

に準拠して作成された英数字無意味文と、一

般的な日本語の文（内容は防災情報の一部）

を、それぞれポジティブ表示（白背景に黒文

字）とネガティブ表示（黒背景に白文字）で

準備し、この４通り（図２、表１）を被験者

によって順番を変えて実験した。 
 

表１ 画像文字の４パターン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
実験では、被験者によって最も見やすいと

調節された文字サイズ（文字の高さ：図２の

図中の□の縦の長さ）と視距離（目からディ

スプレイまでの距離：図１ｂ）をメジャーで

測定した。 
なお、視距離 D（cm）で文字高さ ℓ （mm）
のとき、文字高さの視角θ（分）は、 
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で求められる。 

３．実験結果 

実験の結果を図３にグラフで示す。 
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（ｂ）最適文字高さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｃ）最適文字高さの視角 

図３ 実験結果 

パターン 文字色／背景色 文字列 

A 黒／白（ポジ） 英数字無意味文 

B 白／黒（ネガ） 

 

英数字無意味文 

C 黒／白（ポジ） 日本語文 

D 白／黒（ネガ） 日本語文 
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「ネガかポジか」と「英数字無意味文か日

本語文か」を２要因とする２元配置分散分析

の結果、視距離には有意な差が見られず（図

３ａ）、最適文字高さには、ネガ＜ポジ

（p=0.0220）、英数字＞日本文（p=0.0316）
と２要因ともに有意差が見られた（図３ｂ）。

視角では英数字＞日本文（p=0.0161）という
有意な差が見られた（図３ｃ）。 
 

４．考察 

 今回の実験結果では、モバイル端末上の最

適な表示文字サイズは文字の高さで比較する

と英数字のほうが日本語文字より大きかった。

これは、もともと同じ高さならば日本語文字

のほうが英数字に比べて約２倍の文字幅をも

つことが影響していると考えられる。 

 また、ネガティブ表示（黒背景に白文字）

より ポジティブ表示（白背景に黒文字）の方

が小さい文字でも見やすいと言える。 

 これらの結果は、従来知見とほぼ一致する。

ただし、パソコンなどの VDT 作業基準では
視距離を約 50cmと固定的に設定しているが、
モバイル端末では、端末を手に持って自由に

視距離を変えられるため、視距離を固定的な

ものとする基準は適応できないと思われる。

モバイル端末上の最適文字サイズ・最適視角

に関しては、今回のような実験方法で被験者

の主観による最適サイズを定量的に評価でき

ると考えられる。 
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